









































































































































































5，465 10，811 5，810 7，58413 39
金　融　業
銀　　　行 24，000 499 24，49948，000 1，75049，750







? 1 1 燗台と炬子窩
運　輸業 0 0 0 540 162 702
公共事業 0 2，380 2，380 14 2，380 2，394
農　　　業 0 152 152 0 336 336













































































































対　象　年　度 1900 1907 1907







綿　紡　績 1，540 0 1，540（1，540）（　　0） （1，540） 7，968
そ　の　他 5，347 5，46510812， （5，347） （5，524） （10β71）5，810
?
6β87 5，465 12β52ぐ6，887）（5，524） 12，411 13，778
金　融‘業
銀　行　業 24，000 499 24，499（24、000＞（　499） （48，000） 48，000
保　険　業 ? ※ ? ? ? ※ ※ ?
計 24，000 499 24，499☆2，650（　499）☆3，149 48，000
〔24，000〕 〔24，499〕
商　　　業
輸出入業 58，730 1，450 60，180（58，730＞（1，450）（60，180） 103112　，
一般商業 1，l13 0 1，113（1，113＞（　　0） （L113）21，544?
59，843 1，450 61，293（59，843＞（1，450） 61，293124，656
鉱　　　業 ※ 0 ? 0 0 ☆49，229☆49，229 一
〔　　0〕 〔　　0〕
運　輸　業 0 ※ 0 0 ☆67，188☆67、189 540
〔134，761〕．〔134，761〕
公共事業 ※ 0 2，380 2β80 0 ☆3，734 ☆3，734 14
〔2、380〕〔2、380〕
農　林　業 ? 0 152 152（　　0） （　152） （　152） 0
L
水　産　業 0 0 0 （　　0） （　　0） （　　0） 0
●
不動産業
旅　　　館 0 0 0 0 ☆　241 ☆　241 0?
その他共電 0 0 0 o ☆　　241☆　241 0
〔　　0〕 〔　　0〕
雑














（7，968）（　10） （7，978） 7β00未独立 7，800




21371　　， （13，778＞（7，320） 21，098 13，761
????
21175　　9





※ ※ ※ ※ ※
?
???，




4β86 107，498（103，112）（4，386）（107，498）　　　　　　　璽 75162　　， 10，000 85，162
0 21，544（21，544）（　　0） （21，544） 17500　　， 27，300 44，800
???，
129，042（124，656） （4，386）129，04292662　　， 37，300129962　　　辱








（　14）☆7，779☆7，793「 36 6，804 6，840
（2，402）
336 336 （　0） （　336）（　336＞ 0 336 336
356
、 ??
20 20 （　o） （　20）（　　20）．　　　　　　　0 ☆　　20☆　　20
〔　　0〕 〔　　0〕
0 0 0 ☆2，046☆2，046 0
???，
1，631
0 0 0 ☆2，046☆2，046 0 15000　　， 15000　　，
☆2，480
〔2．50①












































































































































































































モールトン推計値 日銀転載推計値 実支払高参考値 樋口1919年推計値
対中投資　　　　ユ，163対中投資　　　　　　1，121対中投資　　　　　1，43g























対象年度 1924 1926 1930
推計者 井　　上 東亜経済調査局，満鉄庶務部 レーマー
関　　内 満　　州 言ナ 関　　内 満　　州 言．卜 関　　内 満　　州
?
製　造　業
綿　紡　績 △ △ △ △ △ △ 183，32212，331195，653
そ　の　他 △ △ △ △ △ △ 49β75☆122，863☆172，238
〔86，271〕〔135，646〕
?
△ △ △ 196，688☆126．368 ☆323，056232，697☆135、194☆367，891
〔105，620〕〔302．308〕 〔981602〕〔331，299〕，
金　融　業
銀　行　業 △ △ △ ☆83．4ユ8 106，705☆ユ90，123（64，405） （82，384）（146，789）
〔8，300〕 〔115．OO5〕
保　険　業 △ △ △ ☆（5，624） 325☆　5，949（　641） （　184）（　825）
〔　　0〕 〔　325〕
金融信託業 △ △ △ ※ ☆　　　0 ☆　　　0 ※ ※ ※
〔97，634〕 〔97，634）
?
△ △ △ ☆89，042 ☆107，030 ☆196，07265 G46 82，568147，614
〔8，300〕〔204，664〕 〔212，964〕
商　　　業 △ △ △ ☆237，25117，752☆355，01248，169弓　弓　門　　　一FAﾛ11〆DO365，927
〔45，890〕 〔163，642〕
鉱　　　業 △ △ △ 11β00☆116，715☆128，515☆11，717 ☆1281672☆ 40，389
〔13，984〕 〔25，784〕〔9．717〕〔165，2ユ3〕〔174，930〕
運　輸　業 △ △ △ 11，825☆347．245☆359，07020，125388，524408，649
愴庫業を含む） 〔679，975〕 〔691，800〕
公共事業 △ △ △ 2，800 36，128 38，928☆　1，000 31，300☆32，300
〔※　0〕 〔31，GOO〕
農　　　業 △ △ △ ※ 21，005 21，005
6，500 23，311 29，811
林　　　業 △ △ △
?
31，338 31，338
水　産　業 △ △ △ △ △ △ ※ △ △





























































































































満 鉄 庶　　務 部　　調 査 課 東亜経済調査局
法人企業㈲ 法人企業〔B 法人企業（C個人企業 借款投資 統　　計 満州総投資額
製　造　業 71，42716，966 0 17227△ 105，620 105，611
金　融　業
銀　行　業 20，588 86，117 0 △ △ 106，705
金融信託業 46，34451，290 0 △ △ 97，634
保　険　業 325 0 △ △ 325
計 66，932 137，6320 △ △ 204，664 67，257
商　　　業 40，29421270 0 56，189△ 117フ52 117，753
鉱　　　業 2，334 0 11，650△ 60，562 13，984 11，650
運　輸　業 663，47411，405 5，096△ 102，010 781，985679，974
公共事業 35，571 0 557△ 1，155 37，，283 36，128
電気・ガス
農　林　業 0 0 18，903 4，408△ 83，873 22，407
其　の　他 31，727 0 15 17，167 7，964 56β73 51．24
























































































































































































対象年度 1926 1926 1926 1927
椎計者 外務省 中日実業協会 房福安 小田切




製造業 340，450612β63953，31340，000741000414，000289，538△ △ △
金融業 （※） （※） （※1 ※ 626，OGO626，000380，775（※） △ △
商　　業 （※） △ （※） ※ 15，00015，000519β55（※） △ △
鉱　　業 （※） （※） （※） ※ 8，000 8，000? （※） △ △
運輸業 56，000（※） 56，00057，000330，000 387，000212，626△ △ △
公共事業 （※） （※） （※） ? ? ※ ※ （※） （※） （※）
農村水産業 （※） （※） （※） ? 34，000 34，000※ （※） △ △
其　他 112，800709，191 821，991 125，000 15G，000275，000※ △ △ △
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?????????? ??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
1
????????????????????????????????????????．???????????????????????????????????????????????? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
注1．第2表，第4表より作成。
注2．小数点以下第二位の四捨五入によって記載したため合計値が合
　　致しないところもある。
一133　一
534
り，満州へのそれは満鉄傘下企業を始めとして，重工業関連投資が多かった。
　関内投資を代表していた紡績業は，1907年，1914年，1930年の関内製造業
投資の中で，各々22．4％，43．3％，78．8％（1926年は：不明）と極めて大きな
比重を占めていた。先に触れた1920年代後半の関内製造業投資の躍進は，こ
の紡績業投資に主導されていたといえよう。
　満州製造業投資の中には鳥山製鉄所（1919年熔鉱炉作業開始，1929年株式
会社昭和製鋼所として満鉄より分離独立）満鉄頁岩油工場（！929年完成）が
含まれている。両者の合計が満州製造業投資に占める割合は，1926年16．0％，
1930年30．0％であった。ところでレーマー1930年推計にお・いては鞍山製鉄所
が鉱業に含まれていた。従って，大倉組本誌湖煤鉄公司は本稿の1930年値で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も全て鉱業に含まれているものと思われる。（払込資本金1930年700万円）ま
た，運輸業から分離せずに集計した満鉄の車両修理工場は，満州内で最も先
進的な機械工場であった。つまり重工業への投資の比重は，上記の数値から
受けるイメージよりもさらに大きなものであったということがでぎる。
（3）　鉱
?
　鉱業投資の増加は全体としてなだらかであった。！907－1930年の増加率は
2，41倍で，1907年の全事業投資額に占める割合23．0％は，1930年に8．0％へ
下がっている。
　鉱業への投資は圧倒的に満州に集中していた。満州の割合は，1907年100．7
％，1914年100．0，1926年90．8％，1930年91．7％で，その中心は満鉄の経営す
る高畠炭坑であった。（興業三二年額と原推計値との不一致により100％を越
える年も出た。）
　関内の鉱業投資が活発になるのは第一次大戦中のことで，山東省のドイツ
（47）村上勝彦「本漢湖煤鉄公司発展の概要（1b『東京経大学会誌』94号，76年1月，83
　ページ。
一134　一
戦前日奉の対中事業投資額推移1900－1930　535
鉱山への進出がその画期である。しかし，その絶対額は鉱業投資額の満州へ
の集中という事実にも明らかなように，大きなものではなかった。関内への
鉱業投資は，関内鉄道業投資とともに借款投資の形式をとるものが多かった。
（4）　商
?
　商業は運輸業に次ぐ対中事業投資の中心部門で，関内投資額が満州投資額
よりも大きかった。
　第一次大戦以前では，190e－！907年の関内投資と1907－1914年の満少1・1投資
が大きな伸びを見せた。第一次大戦以後に関しては，！926－1930年の増加が，
関内，満州ともに小さかった。内訳の判明する第一次大戦以前の投資額から
見て，対中商業投資の中心は一般小売業にではなく，輸出入業にあったと思
われるが，192Q年代後半の対中貿易の伸び悩みと，対中商業投資の増加が少
なかったこととが対応しているのも，そのことの反映と思われる。
（5）　　金　吊虫　業
　金融業への投資額は，1907－1914年4．02倍，1914－1926年15．50倍，1926－
1930年0．75倍と推移したが，1926－1930年忌投資額の減少については留意が
必要である。何故ならば，もし呉氏の指摘される様に；レーマーが銀行業の
二重計算額を控除し，その縮小率が演劇のなされたそれのように20％であっ
たとするならば，そしてさらに満鉄庶務部・東亜経済調査局推計値にお』い
ては二重計算の処理が行なわれていないとするならば，レーマー推計と後二
者とを整合させるために，1926年推計値は関内7，235．8万円（8，341．8万円×
0．8＋562．4万円）満州8，568．9万円（10，670．5万円×O．8＋32．5万円）計15，8
04．7万円とされるべきであり，その場合，先の増加率は1914－1926年12．49
倍，1926－1930年0．93倍と変ってしまうからである。ともあれ1926－1930年
の金融業投資額は，商業投資額の動きに対応して全体としては伸び悩んでい
たように思われる。
一135　一
536
　在庫本邦人銀行，日中合弁銀行については1917－1920年に著しい発展のあ
　　　　　　　　　　　　　　ロつたことが知られている。これらの銀行は全体として1920年代には資産額を
一貫して減少させていた。また，最近の伊藤正直氏の研究に依れば，1920年
代は月本の対外金融構造が大きく編成替えされ，　「大戦以前の政府一日銀一
正金という一元的な対外金融ルートは，大戦を契機につきくずされ，貿易金
融においては，日銀一正金一財閥系商社資本という旧来の路線に南北アジア
市場圏を背景とする凹凸・好銀ルートが創出され，資本輸出においても預金
部一三銀行（興銀・台銀・朝銀一松本）という新たなルートが正金を排除し
　　　　　　　　　　　　つつ創出せられた」。財閥系都市銀行も20年代後半に在中資産を増加させてい
たように思われる52従って本稿で得られた金融業投資額の動向には，在支本
邦人銀行，日中合弁銀行の後退と，特殊銀行，財閥系都市銀行の進出とが好
対照を見せていたという興味深い事実が隠されている。
　ところで本稿の基礎となった諸推計については推計者自身が屡々その信頼
性に関して多くの疑問を出している。従って，ここで確認された投資額動向
の特徴を過信することは危険である。本稿の結論は入手できる統計資料から
創られた一応のイメージであり，文書資料ともつき合わせたいわゆる歴史学
的な分析については，別に機会を改めて論じてみたい。
〔追記〕
　校正の途中で，対中資本輸出の分析を一つの柱とする高村直助氏の新著を読んだ。高村
氏の研究は，特に，資本輸出の性格づけや紡績業に関する個別事例分析の面で教えられる
ところが多かったが，それについて本稿では触れることができなかった。高村直助『日本
資本主義史論一口業資本・帝国主義・独占資本一』1980年4月，ミネルヴァ書房。
（48）伊藤正直「一九一〇一一九二〇年代における日本金融構造とその特質←・）一対外金
　融連関を軸とす、る一考察一」・『社会科学研究』30巻4号，79年2月，76ページ参照。
（49）同上「一九一〇一一九二〇年代における日本金融構造とその特質に）一対外金融連
　関を軸とする一考察一」『社会科学研究』30巻5号，79年3月，70ぺrジ
（50）本稿註（30）参照。
一136　一
